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定期総会開催 喜臼委館二

任に十
し場て広事 さ決り収昭 長 久会理新 状おニ
た一協報業次れの監支和の御 長 事役 提い日
°致議委計いま結査決六も山の会 員 出て‘
のし員画でし果報算十と町挨での に
承‘会＾昭た満告報年で立拶再も よ 十年
認採の芭和゜場を告度‘図の選と つ三度
を決設・六 一行を事事 書 あさに て館の
得の箇予＋ 致な‘業務館とれよ 開の総
ら結に算— でい監報局 長 ‘たる か出会
れ果つ丞年 承 ‘事告よの奥澤総 れ席が
ま満いて度 認採よ‘り議田田会 まと府

さ
ら
に
、
「
図
書
館
相
互

協
力
に
関
す
る
指
針
（
案
）
」

及
び
「
資
料
の
相
互
貸
借
実

施
要
領
（
案
）
」
に
つ
い
て
、

高
木
相
互
協
力
委
員
会
委
員

長
よ
り
提
案
・
説
明
が
あ
り

協
議
し
た
結
果
、
一
部
修
正
の
う
え
承
認

さ
れ
、
当
日
付
で
発
効
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
新
役
員
の
紹
介
と
顧
問
の

推
挙
に
つ
い
て
計
ら
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
表
彰
規
程
に
も
と
づ
く

今
年
度
の
図
書
館
等
職
員
の
表
彰
が
行
な

羊
一
（
京
都
市
中
央
図
書
館）

政
広

（
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
）

五
十
嵐

一
郎

(

I

I

)

小

山

雄

一

（

京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

（
）
内
は
推
薦
機
関
名

楽

会

長

挨

拶

四
月

二
十
二
日
の
昭
和
六
十
一
年
度
第

一
回
理
事
会
に
お
い
て
、

三
た
ぴ
会
長
の

大
役
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
協
議
会
は
五
月
で
発
足
十
周
年
と
な

り
ま
す
が
、
ち
な
み
に
発
足
当
時
と
現
在

を
比
べ
て
み
ま
す
と
、
た
と
え
ば
傾
人
貸

出
し
で
は
十
一
館
二
十
五
万
冊
が
二
十
五
館

三
八
六
万
冊
と
驚
異
的
な
伸
び
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ

れ
は
、
府
下
の
各
自
治
体
の

と
努
力
に
よ
り
、
図
書
館
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
最
近
の
動
合
と

い
た
し
ま
し
て
、
四
月

に
加
茂
町
立
図
書
館
が
、
五
月
に
久
御
山

町
立
図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
開
館
し
、
さ
ら

に
長
岡
京
市
が
来
秋
オ
ー
プ
ン
を
目
差
し

て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
完
成
す
れ
ば
府

下
の
市
域
で
の
図
書
館
設
置
率
が
一

0
0

。ハ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
京
都
府
に
対
し
て
は
、
府
の
図

書
館
振
興
策
の
策
定
と
補
助
制
度
の
導
入

土
田
田
口
楽
昭
和
六
十
一
年
度
表
彰
者

わ
れ
、
そ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

合
汎

修
’
八
仙
サ

ミ
惰

｀ 

を
働
合
か
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
新
役
員
一
同
は
微
力
で
す
が
、

協
議
会
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
い
く
決

意
で
あ
り
ま
す
の
で

、
こ
れ
か
ら
も
あ
た

た
か
い
と
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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今
年
度
最
初
の
理
事
会
が
四
月
二
十
二

日
、
府
立
図
書
館
で
新
し
く
選
出
さ
れ
た

理
事
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
は
、
六
十
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
専
門
委
員
会
報
告
、
六
十
一

年
度
事
業
計
画
（
案
）
・
予
算
（
案
）
、
広
報

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

、
総
会
に

つ
い

て
、
昭
和
六
十

一
年
度
表
彰
職
員
に
つ
い

て
、
協
議
の
結
果
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、

総
会
に
諮
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

今
年
度
の
役
員
選
出
で
は
互
選

の
結
果
、
澤
田
会
長
が
三
期
目
に
、
副
会

長
に
末
廣
重
治
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
役
員
と
表
彰
職
員
は
別
掲
の

と
お
り
で
す
。
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京
都
市
向
島
図
書
館

京
都
市
の
二
大
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
っ

で
あ
る
向
島
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
京
都
市

内
の
南
部
に
位
置
し
、

こ
の
周
辺
を
巨
椋

池
と
称
し
て
い
ま
し
た

。
巨
椋
池
は
、
干

拓
工
事
に
よ
っ
て
、

六
三

四

・
八
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
干
拓
新
田
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

現
在
は

、
東
南
部
を
中
心
に
漸
次
宅
地
化

が
進
み
、
西
南
部
は

工
場
が
進
出
し
、
ま

た
、
東
北
部
の
旧

ニ
ノ

丸
池
跡
に
は

ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
が

造
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
西

住
区
の
中
心
部
に
文
化
施
設
を
建
設
し
て
、

こ
の

三
月

二
十
五
日
に
、

京
都
市
内
十
番

新

設
：＿ 
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オ

地
域
の
期
待
に
こ
た
え
て

目
の
地
域
図
書
館
と
し
て

、
向
島
図
書
館

の

利

便

を

は

か

っ

て

い

ま

す

。

現

在

一
万

が

開

館

い

た

し

ま

し

た

。

八

千

冊

を

配

架

し

、
貸
出
し
も

一
日
平
均

こ
の
図
書
館
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
お

三
百
五

十
冊
を
越
え
、

三
人
体
制
で
と
り

気
軽
に
と
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ロ

ビ

く

ん

で
お
り
ま
す
。
ま
だ
開
館
し
た
ば
か

ー
と
カ
ウ

ン
タ
ー
を
広
く
取
り
、
低
学

年

り

で

課

題

は

多

く

あ

り

ま

す

が

、

で
含
る

や
幼
児
の
コ
ー
ナ

ー
は
、
じ

ゅ

う

た

ん

敷

だ

け

住

民

の

ニ
ー
ズ
に
答
え
る
た
め
に
、

に
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
コ

ー
ナ
ー

楽
し
め
る
図
書
館
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い

で
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
等
が

で

合

る

よ

叔

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

う
に
工
夫
し
て
あ
り
ま
す
。

児
童

コ
ー
ナ
ー
は
、
調

べ
も
の
や
科
学
、

理
科
工
作
等
の

資
料
を
充
実
さ

せ
、
こ
ど

も
達
が

、
た
の
し
く
利
用
で
叙
る
よ
う
に

し
て
あ
り
ま
す
。

成
人
用
図
書
は
、
小
説
や
日
常
手
軽
な

参
考
資
料
と
京
都
の
郷
土
資
料
等
、
各
コ

ー
ナ

ー
に
分
け
て

、

と
利
用
の
便
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

加
茂
町
立
図
書
館

加
茂
町
は
、
い
ま
労
働
者
住
宅
と
し
て
南

加
茂
台
団
地
の
開
発
に
よ
り
、
現
在
人
口

一
万
四
千
五
百
人
と
都
市
化
が
進
む
中
で

、

住
民
要
望
と
と
も
に
社
会
教
育
施
設
と
し

て
、
四
月

一
日
加
茂
町
の
中
心
地
に
新
館

が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
周
辺
に
は
加
茂

小
学
校
が
あ
り
、
児
童
の

利
用
も
多
く
住

民
の
利
用
も
日
毎
に
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
当
町
で
は
電
算
機
を
導
入
し
て
利
用
者

久
御
山
町
立
図
書
館

去
る
六
十
年
三
月
末
従
来
の
中
央
公
民

館
図
書
室
を
増
改
築
し
、
児
童

コ
ー
ナ
ー

に
閲
覧
机
・
ね
こ

ろ
び
マ
ッ
ト
等
を
設
け
、

一
般
閲
覧
机

•

新
聞
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
等
も

設
置
。
蔵
書
数
約
一

万
六
千
冊
で
、
本
年

五
月
十
七
日
久
御
山
町
立
図
書
館
と

し
て

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
移
動
図
書
館
車
も
、
六
月
三
日
よ

り
運
行
し
、
新
し
い
図
書
館
の
出
発
と
あ

い
ま
っ
て
、

住
民

の
読
書
要
求
に
こ
た
え

、

文
化
の
向
上
を
は
か
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

オ
ー

プ
ン
後
僅
か
の
日
数
し
か
経

っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
順
調
な
す
べ
り
出
し
で
、

職
員
一
同
大
張
切
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

徹
し
連
日
大
忙
が
し
の

毎
日
で
す
。

今
後
は
毎
年
五
千
冊
程
度

の
受
入
を
計

画
、
将
来
は
住
民
一
人
当
り

一、

五
冊

ー

二
冊
を
目
棚
に
蔵
書
を
ふ
や

し
て
い
合
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
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六
十

一
年
度
か
ら
稼
動
予
定
で
あ
っ
た

図
書
館
車
「
さ
ざ
ん
か
号
」
は
、
六
月
三

日
か
ら
運
行
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

「
さ
ざ
ん
か
号
」
は
、
利
用
者
の
ニ
ー

・
ス
を
考
慮
し
て
主
と
し
て
、
児
童
や
婦
人

向
け
の

図
書
を
約
千
三
百
冊
か
ら
千
五
百

冊
積
載
で
叙
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

巡
回
箇
所
は
町
内
十
六
箇
所
で

、
同

一
場

所
に
は
二
週
間
に
一
回
の
割
合

い
で
巡
回

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

、
貸
出
し
は
、

世
帯
単
位
で

二
週
間
、
三
冊
以
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。

五
月
十
七
日
に
独
立
オ

ー
プ
ン
し
た
町

立
図
書
館
と

と
も
に
、
移
動
図
書
館
車
は

今
後
と
も
児
童
や
婦
人
層
の
利
用
率
の
増

加
に
と
も
な
っ
て
、

そ
の
力
が
大
い
に
発

揮
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
京
市
に
Il

文
化
ゾ

ー
ン

＇
と
し
て

市
立
図
書
館
、
府
立
文
化
会
館
、
市
中
央

公
民
館
等
が
建
設
さ
れ
る
は
こ
び
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
等
施
設
の

う
ち
、
市
立
図

書
館
が
来
秋
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
今
年

度
中
に

着
工
さ
れ
る
の
を

は
じ
め
、
総
額

「
さ
ざ
ん
か
号
」
運
転
開
始

:
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固
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四
十
五
億
円
の
事
業
で

、
六
十
二
年
度
末

．

田

口

政

広

に
は
完
成
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
~
川
勝
正
宏

こ
の

I
I

文
化
ゾ
ー
ン
り
は
、長
岡
京
市

~

野
村
直
温

が
府
と
協
力
し
て
、
一
昨
年
迎
え
た

長
岡
~
宅
間
治
羊

大

狩

武

夫

京
遷
都
千
二
百
年
事
業
の
一
環

と
し
て

計

~

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
所
在
地
は

、

阪
急

~
河

崎

雪
雄

牧

野

英

男

電
車
長
岡
天
神
駅
か
ら
西
へ
約

三
百
米
、
~

長
岡
天
満
宮
の
北
隣
に
位
置
す

る

好

適

地

ぃ

友

繁

陽

吉

で
す
。
完
成
後
に
は
、
長
岡
京
市
民
の
読

~

但
馬
敏
雄

書
活
動

や
文
化
芸
術
活
動
は
も
ち
論
の
こ
~

末
廣
重
治

と
、
教
蓑
講
座
や
趣
味
・
サ
ー
ク
ル

活
動

~
旧
福
井

幸
雄
加
茂
町
南
加
茂
台

地
区
公
民
館
に
変
っ

て
町
立
図
書
館
が

加
盟
。
久
御
山
町
中
央

も

一
層
盛
ん
に
な
る
も
の
と
大
い
に
期
待
~
新
関
武
雄

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

旧

中

西

俊

夫

公

民

館

は

町

立

図

書
館
に
名
儀
変
更
。
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会

長

澤

田

種

治

旭

竜

一

研

修

研

究

委
員
会
委
員
長

（
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館
）

（

京

都

市

下

京

図

書
館
）

五
十
嵐

一

郎

末

廣

重

治

高

木

多

喜

男

相

互

協

力

委

員

会

委

員

長

（
舞
鶴
市
立
東
図
書
館
）

（

京
都
府
立
図
書
館
）

高

木

多

喜

男

福

谷

健

彦

樋

口

恒

夫

広

報

委

員
会
委
員
長

（
向
日
市
立
図
書
館
）

（

和

知

町

中

央

公

民

館

）

旭

竜

一

五

十

嵐

一

郎

新

谷

博

俊

事

務

局

長

渡

辺

勲

（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

（

加

茂

町

立

図
書
館）

事
務

局

員

水

江

洋

一

大

棚

浩

安

田

孝

夫

藤

田

周

子

（美
山

町

中

央

公

民

館

）

（

京

都

市

中

央

図

書
館
）

（

京
都
府
立
図
書
館
）

川
勝

正
宏

西

村

隆

雄

役
員
の
異
動
（
総
会
後
）

（亀
岡
市
立

図

書

館

）

（

京

都

府

立

総

合

資

料

館

）

理

事

・
相
互
協
力
委
員
会
委
員
長

関

武

雄

浜

辺

一

彦

新

小

山

雄

一

（

宮

津

市

立

図

書

館

）

（

京

都

府

立

図

書

館

）

（

京

都

府

立

図

書
館
）

下

戸

明

夫

高
木

多

喜

男

（
峰
山
町
立
図

書

館

）

（

京

都

府

立

総

合

資

料

館

）

.，61年度役員等の紹介
理

事

副
会
長

． 

N
e
w
s
 

顧 監

問 事

向
日
市
立
図
書
館

亀
岡
市
立
図
書
館

／
木
町
中
央
公
民
館

綾
部
市
図
書
館

舞
鶴
市
立
東
図
書
館

舞
鶴
市
立
西
図
書
館

宮
津
市
立
図
書
館

新旧新旧新旧新旧新旧新

福
谷

旧

京
都
市
向
島
図
書
館

加
茂
町
立
図
書
館

久
御
山
町
立
図
書
館

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊

＊

＊

＊

＊

 

京
都
市
南
図
書
館

京
都
市
東
山
図
書
館

京
都
府
立
総
合
資
料
館

※

加

盟

館

の

移

動
新新新旧新旧新旧新

館

長

の

異

動

奥新富並西土福堤野
田谷田河村田富 村

茂博純秀隆羊規 牧
一俊造行雄一之昭男
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相互協力委員会

先年度より 当委員会で準備を進めてまいりました「図

書館相互協力に関する指針」及び「資料の相互貸借実施

要領」が 5月22日の総会で承認可決され，府内の相互貸

借活動が新しい一歩を踏み出すこと になりま した。 6月

20日現在 「資料の相互貸借実施承諾書」を提出された

館は21館になり，委員会では今後 も参加館が増えること

を予想しています。

今年度は 「要領」による相互貸借活動を推進し，軌適

に乗せるため，一定期間経過後に実施状況を調査し，問

題点を把握したいと思います。

また， 「指針」の趣旨に沿い，逐次刊行物の分担保存

等今後の相互協力活動の可能性についても検討を進める

予定です。

（承諾書提出館一覧）

向日市立図書館

田辺町立図書館

綾部市図書館

峰山町立図書館

久御山町立図書館

園部町立園部図書館

大江町立大江図書館

宇治市中央図書館

囀町立図書館

舞鶴市立東図書館

京都府立図書館

大山崎町中央公民館

城陽市立図書館

亀岡市立図書館

舞鶴市立西図書館

長岡京市立中央公民館

木津町立図書館

福知山市立図書館

丹後町中央公民館

八幡市立八幡市民図書館

八木町中央公民館

宮津市立図書館

京都市立図書館全館

(6月 20日現在 ）

研修研究委員会

当会は京都府図書館等連絡協議会加盟館職員の研修お

よび図書館業務に関する調査研究を目的として設けられ

たも のです。任期は 2年で， 今年度は新たに委員会を発

足させる年に当り，去る 5月22日の当協議会総会で， 61

~62年度の研修研究委員長に五十嵐（宇治市中央図書館

長 ）が選ばれました。非力ではありますが， これまで築

いて含た当会の実績を引継いでい合たいと考えておりま

す。どうぞよ ろしくお願いいたします。

また， 61年度の委員の構成につ合ましては，加盟各図

書館より推薦をいたた含， 6月中に当会の発足をと準備

を進めて含ましたが， ょうやく推薦も終り 委員会を構成

で叙るようになりました。委員は下記のとおりです。

なお， 61年度の具体的事業につ含ましては， 7月中に

研修研究委員会を開催し，決定していく 予定ですが，前

任者から引継いでいる，①京庫連との交流会及び各種の

共催事業の実施，②一泊研修会の実施，③地域の実情に

合った研修内容の追求等と同時に，新たに研究活動の実

現にむけて努力していくつもりです。各会員のと協力を

お願いいたします。

記

61年度研修研究委員名簿（敬称略）

加藤幹男 （城陽市立） 古久根博之（久御山町立）

尾上日出丸（八幡市立） 山岡洋子 （田辺町立）

中谷昌子（木津町立） 西嶋京子 （加茂町立）

石田真弓 （亀岡市立 ） 森 宇ー（園部町立）

橋本 実 （福知山市立） 友繁陽吉 （舞鶴市立東）

小谷博 （舞鶴市立西 ） 古寺忠夫（大江町立）

岡本和子（ 宮津市立 ） 下戸明夫 （蜂山町立）

徳平 勝（京都市北） 黒坂紘ー（府立総合）

山崎隆男 （府立伏見 ）

全
国
・
・近
畿
地
区
研
究
集
会
日
程

0

全
国
図
書
館

大

会

東

京

都

六
十
二
年
三
月
十
九
日
ー
ニ
十
日

0

整
理
部
門
全
国
集
会

岐
阜
県

十
月
二
十
三
日
ー
ニ
十
四
日

0

奉

仕

部

門

全

国

集

会

熊

本

県

十
月

二
日
ー
三
日

0

参

考

事

務

全

国

集

会

京

都
府

十
二
月
四
日
ー
五
日

0

児
童
奉
仕
部
門
全
国
集
会

神
奈
川
県

十
月
十
四
日
ー
十

五
日

。I
F
L
A
東

京

大

会

東

京

都

八
月
二
十
四
日
ー

ニ
十
九
日

0

近
公
図
奉
仕
部
門
研
究
集
会
京
都
市

十

一
月

（
日
は
未
定
）

0

近
公
図
整
理
部
門
研
究
集
会
大
阪
市

期
日
未
定

0

近
公
図
参
考
事
務
研
究
集
会
京
都
府

十
二
月
四
日
ー
五
日

i
広
報
委
員
会
よ
り
。
IIt:I:

唖
協
議
会
発
足
十
周
年
を
迎
え
た
こ
の
春
、

昨
年
来
設
猶
が
検
討
さ
れ
て
き
た
「
広
報

委
員
会
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
軍
こ
れ
ま

で
業
務
の
合
間
を
縫
い
、
広
報
を
担
当
し

て
こ
ら
れ
た
協
議
会
事
務
局
の
と
努
力
に
、

改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
一新

設
さ
れ
た
広
報
委
員
会
の

メ
ン
パ
ー
は
、

旭

竜

一

（
京
都
市
下
京
）
、
前
田
泰
宏

（
京
都
市
山
科
）
、

井
田
茂
子

（
京
都
府

立
）
、
田
村
博
康

（
宇
治
市
中
央
）
で
す
。

微
力
で
す
が
「
よ
り
幅
広
い

情
報
の
提
供
」

を
念
頭
に
担
当
い
た
し
ま
す
の
で
、
と

支
援
の
は
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

*

ニ
ュ

ー
ス
提
供
に
と
協
力
く
だ
さ

い。

こ
提
言

、
と
意
見
な
ど
も
ど
う
ぞ
。




